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ୈ̐ষɹɹ地Ҭのྺ࢙จԽ

【ストーリー】
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地域を越えた歴史文化の視点
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5 世紀前半の渡来系文物
として知られる。

5 世紀前半の渡来系文物
として知られる。周辺に
窯跡が想定されている。

赤穂郡と秦氏との関わり
を示す平安時代の須恵器
碗の破片。

秦河勝を祭神とする神社。周辺には社叢林が広
がり鎮守の森となっている。

中山集落の北方山裾にある、秦河勝を祭神
とする神社。天満神社、荒神社を合祀して
いる。

秦河勝の漂着地である坂越に鎮座し、生島内に御
旅所をもつ。

生島内にあり、隣接して「坂越の船祭」
で使用される和船の船倉が立地する。

生島内にある径約 21ｍの円墳。築造年代は
明らかでない。

周世集落の背後にあり、
大避神社を合祀してい
る。

秦河勝漂着伝説をもち、
伝秦河勝墓が所在する。

秦河勝を祭神とするもので『赤穂郡誌』
（明治 41 年刊）によれば、明暦 2
（1656）年の鎮座と伝える。
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